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所属 氏名 職種 研究課題 

生化学 
齋藤 暁
子 

助教 
鎖骨頭蓋骨異形成症特異的 iPS 細胞由来の骨芽細胞に
おける細胞核形態異常の検討 

歯周病学 
鈴木 瑛
一 

助教 
骨形成過程における未分化間葉系細胞の骨細胞への分
化機構の解明：遺伝子改変マウスを使用した検討 

生化学 
小野寺晶
子 

助教 歯原性角化嚢胞への寄与遺伝子と候補薬剤の同定 

歯科放射線学 
渡邉 素
子 

助教 
甘味認知における主観的感覚と脳機能：甘味摂取習慣と
の関連 

解剖学 
小高 研
人 

助教 インプラント周囲骨における骨質特性の分析 

ｵｰﾗﾙﾒﾃﾞｨｼﾝ・ 
口腔外科学 

鈴木 大
貴 

レジデ
ント 

薬剤関連顎骨壊死におけるテリパラチド適時・適量投与
による治療法の開発 

口腔顎顔面外科 
吉田 秀
児 

助教 
三次元シミュレーションソフトを用いた手術用デバイ
ス開発に関する研究 

老年歯科補綴学 竜 正大 講師 
顎欠損患者における口腔機能の回復と補綴装置の評価
に関わる因子との関係 
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